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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，中等教育において利用可能な統計的リテラシーの評価問題を開発し，生徒
がオンラインで回答できる統計的リテラシーの評価システムを開発することであった。
研究代表者が中心となって，評価の枠組みと評価規準を設定し，研究分担者とともに評価問題の開発と学習状況調査を
すすめた。それらの研究から得られた成果に基づいて，インターネット環境で回答できる統計的リテラシーの評価シス
テムを開発した。開発した評価システムは，問題と選択肢を提示し，生徒が適切であると判断した選択肢を選択させる
ものであった。評価システム上で正誤を判定し，なぜ正答なのかの理由を提示して，生徒の自主的な学習を促進できる
ようにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to construct the online assessment system for dev
eloping student's statistical literacy at secondary school. The specific four goals were as follows. First
ly, we made assessment problems and set assessment criteria for secondary school students. Secondly, we su
rveyed the responses to the assessment problems of statistical literacy and analyzed them. Thirdly, we con
structed the assessment system for developing student's statistical literacy in the computer environment. 
Finally, we constructed the online assessment system in the Internet environment and published the teacher
's manual of the system. Many students can use the assessment system on a webpage, so we hope they can dev
elop themselves statistical literacy through answering assessment problems.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) 国外では，統計的リテラシーについて，

評価の枠組みが設定されている。 

 米国数学教師協会（NCTM）は，「学校数学

のための原則とスタンダード」（NCTM,2000）

において，「データ解析と確率」を 5 つの内

容領域の一つとして，幼稚園入学前から 12

学年までを 4つのグレードに分け，それらの

グレードで習得すべき指導内容の枠組みを

示した。 

 この「学校数学のための原則とスタンダー

ド」の内容を補完する意味を含み，米国統計

学会（ASA）は，「統計教育における評価と指

導のガイドライン（GAISE）」（ASA,2005）を

発表し，生徒の学習到達度を 3つのレベルに

分け，数量的リテラシー育成の重要性をふま

えた評価と指導の枠組みを示した。 

(2) 国外では，高等教育において利用可能

な統計的リテラシーの評価システムが開発

されている。 

 ミネソタ大学の研究グループは，大学教養

レベルにおいて，「学生の統計的リテラシー，

統計的推論，統計的思考力を評価するための

評価ツール（ARTIST）」をインターネット上

に公開し（2006），これらの評価のために統

計の内容ごとに 11 の尺度を提示している。  

この評価ツールは，学生がオンラインで評

価問題に回答することができるし，教員がテ

スト結果を集計して報告することもできる

ようになっている。 

(3) わが国では，中等教育において，統計

の内容が必修化された。しかし，統計的リテ

ラシーについて，評価の枠組みが明確に示さ

れているとはいえない。 

 中学校学習指導要領（文部科学省,2008）

には，数学の内容領域の一つとして「資料の

活用」が新設された。また，高等学校学習指

導要領（文部科学省,2009）には，必修科目

である数学Ⅰの単元の一つとして「データの

分析」が導入された。これらの中で，中等教

育における統計の指導内容の枠組みが示さ

れ，教材開発が進められている段階にある。

しかし，統計的リテラシーについて，評価の

枠組みが明確に示されているとはいえない。

今後，統計的リテラシーや統計的思考力につ

いて，生徒の学習到達度を評価することや，

統計的リテラシーや統計的思考力の評価を

含んだ入学試験の実施に向けて，これらの評

価の枠組みの設定や，モデル的な評価問題の

作成が必要になる。評価規準やモデル的な評

価問題を含んだ評価システムを開発し，教育

関係者などに提示することが急務の課題で

ある。 

(4) 統計のインターネット教材やグラフ電

卓によるコンテンツを開発してきた。しかし，

これらによる学習の効果を十分に測定でき

ていない。 

日本統計学会統計教育委員として，インタ

ーネット上の生徒参加型統計学習サイト（セ

ンサス＠スクール）の構築に関わってきた。

また，平成 18～21 年度科学研究費補助金の

支援を受け，グラフ電卓による統計教育コン

テンツの開発をすすめてきた。これらによる

学習の効果を測定するために，また，評価に

よって，その後の指導を改善したり，さらな

る教材・コンテンツ開発をすすめたりするた

めには，統計的リテラシーや統計的思考力の

評価システムを開発することが必要である

と考え，当該研究計画の目的を設定すること

に至った。 

 

２．研究の目的 

中等教育において利用可能な統計的リテ

ラシーの評価問題を開発し，生徒がオンライ

ンで回答することができる統計的リテラシ

ーの評価システムを開発する。 

(1) 中学生・高校生を対象にした統計的リ

テラシーの評価問題を開発する。 

(2) 協力校で学習状況調査を実施し，開発

された評価問題への回答を分析して評価規



準を設定する。 

(3) 生徒がコンピュータ環境で回答するこ

とができる統計的リテラシーの評価システ

ムを開発する。 

(4) 多くの生徒がインターネット環境で回

答することができるように，統計的リテラシ

ーの評価のためのホームページを公開し，開

発された評価システムの教育的利用を促進

する。 

 

３．研究の方法 

(1) 統計の評価問題の整理 

統計的探究プロセスを縦軸，統計用語・記

号を横軸にとり，先行研究などから中等教育

における統計の評価問題と測定尺度を整理す

る。 

 (2) 統計的リテラシーの評価の枠組みの

設定 

米国統計学会によるGAISEレポートの枠組

みに基づいて，わが国の中等教育における統

計的リテラシーの評価の枠組みを設定する。 

(3) 評価問題の評価の枠組みへの位置付け 

 整理された統計の評価問題を，設定した評

価の枠組みに位置付ける。 

(4) 統計的リテラシーの評価問題の開発 

統計用語・記号の軸に対応させて統計の評

価問題を開発する。その評価問題を統計的探

究プロセスの軸に対応させるために，系統的

な小問を作成する。 

(5) 学習状況調査の実施 

統計用語・記号の問題群Aと，統計的リテラ

シーの問題群Bを作成する。研究協力者の学校

など4～8校程度の協力校の生徒を対象に，調

査問題に回答することを依頼する。 

(6) 評価規準の設定 

調査結果を分析し，全員で協議して，評価

規準を設定する。 

(7) 評価システムの開発 

評価問題をホームページ上で回答できる形

式に改良し，評価問題のデータを作成する。

生徒の主体的な活動を促進するために，回答

した後のフィードバックの方法を検討する。 

(8) 評価システムの試行的な運用 

評価システムをイントラネット上で試行的

に運用し，動作確認をすすめる。 

(9) 評価システムの公開 

評価システムのホームページをインターネ

ット上に公開する。 

(10) 「統計的リテラシーの評価システム」

報告書の作成 

評価システムの手引き書を作成する。 

(11) 評価システムの情報提供 

モバイルコンピュータとデータ通信カード

を利用し，中学校・高等学校の先生方に評価

システムの利用の仕方についての情報を提供

する。 

 

４．研究成果 

本研究の目的は，中等教育において利用可

能な統計的リテラシーの評価問題を開発し，

生徒がオンラインで回答することができる

統計的リテラシーの評価システムを開発す

ることであった。 

(1) 中学生・高校生を対象にした統計的リ

テラシーの評価問題を開発した。 

① 統計の評価問題の整理 

アメリカ合衆国で実施されている統計のA

P試験（進級実力試験）で出題された問題と，

その試験対策用の参考書（バロン出版社AP統

計参考書）に掲載されている評価問題を翻訳

し，わが国の中学校「資料の活用」領域及び

高等学校「データの分析」単元に含まれる内

容別に整理した。 

また，アーティスト・プロジェクト（ミネ

ソタ大学）で用いられている統計的リテラシ

ー，統計的推論，統計的思考力の定義に基づ

いて，評価問題を分類した。 

② 統計的リテラシーの評価問題の開発 

統計のAP試験の問題を参考に，わが国の中

学生・高校生にとって身近な問題場面となる



ように，また，わが国の中学生・高校生が履

修する内容かどうかについて留意し，統計的

リテラシーの評価問題を開発した。 

たとえば，問題場面とヒストグラムの形状

を対応させる問題で，わが国の中学生・高校

生にとって身近な問題場面を用いたり，同じ

データからつくられた箱ひげ図とヒストグ

ラムを対応させる問題で，はずれ値を除いて

表記したりした。 

③ 研究成果の発表 

日本科学教育学会年会（広島大学）におい

て，自主企画課題研究「これからの統計教育

の方向性（4）『活用』に向けた授業の具体

像と評価について」というテーマで研究成果

の発表を行った。 

また，日本数学教育学会数学教育論文発表

会（宮崎大学）で，研究成果の発表を行った。 

(2) 協力校で学習状況調査を実施し，開発

された評価問題への回答を分析して，評価規

準を設定した。 

研究協力者の学校など中学校６校と国立

大学１校で，開発された評価問題による学習

状況調査を実施し，その回答を分析して評価

規準を設定した。 

① 学習状況調査の実施 

研究協力者の学校など，茨城県，愛知県，

宮崎県内の公立中学校６校の生徒，国立大学

の学生を対象に，調査問題に回答してくれる

よう依頼した。平成２０年３月告示学習指導

要領への移行措置期間において，中学校第１

学年で「資料の活用」領域を学習した時間お

よび内容についても調査した。 

② 調査結果の分析 

米国統計学会によるGAISEレポートの統計

教育ガイドラインに基づいて，わが国の中等

教育における統計的リテラシーの評価の枠

組みを設定した。設定された枠組みは，一方

の軸に統計的探究プロセスの項目と変動性

の項目，もう一方の軸に学年段階を配置し，

変動性の項目と学年段階との関連について

分析できるようにした。個別の調査問題に対

しては，回答とともに回答理由を記述しても

らい，学習者が保持する誤認識を特定した。

それとともに，２つ以上の調査問題に対する

回答をクロス集計し，調査問題間の関連につ

いても分析した。 

③ 評価規準の設定 

調査問題の難易度と学年段階に基づいて，

評価規準を設定した。また，同様の統計用

語・記号に関する内容であり，かつ同質と考

えられる問題のグループ化を行った。そして，

各グループを統計的探究プロセスと変動性

の項目に対応させた。評価システムの開発に

向けて，評価規準と評価問題については，ほ

ぼ整備ができた。 

(3) 生徒がコンピュータで回答することが

できる統計的リテラシーの評価システムを

開発した。 

統計的リテラシーについて，コンピュータ

で回答できる評価システムを開発し，協力校

において評価システムを試験的に運用した。 

① 評価システムの開発 

統計的リテラシーの評価問題について，生

徒がコンピュータで回答できる形式に変換

し，評価システムを開発した。標本の偏りや

標本分布などに関する評価問題について，3

つの選択肢を提示し，いずれかを選択させた。

選択すると「正解」（赤色）または「不正解」

（青色）の反応を示し，続いてそれらの理由

が示されるようにした。 

② 評価システムの試行的な運用 

評価システムをモバイルコンピュータに

インストールし，協力校の生徒を対象にして

試行的に運用した。評価問題は 16 問であっ

た。試行的運用の結果，回答の選択操作は容

易であり，評価問題の内容に対する関心も高

かった。残された課題として，正解または不

正解の理由について，限られたスペースでは

記述が十分でなく，理由を補足説明する必要

があった。 



③ 評価規準の修正 

評価問題に対する対象者の回答を分析し，

評価規準を修正した。標本の偏りについて，

多くの対象者は無作為抽出と有意抽出の違

いを認識できたが，インターネット調査によ

る被覆度の違いを認識できなかった。標本分

布について，多くの対象者は大数の法則の理

解が十分でないことがわかった。そこで，大

数の法則の命題を裏命題などに変換する必

要がある場合と，必要がない場合を分けるな

ど，評価規準を精緻化するように修正した。 

④ 評価問題の配列 

評価問題の難易度に基づいて，標本の偏り

や標本分布など同質と考えられる評価問題

をグループ化した。評価問題の配列を検討し，

評価の枠組みの各セルに対応させた。残され

た課題として，より現実的で基本的な評価問

題を開発する必要があることがわかった。 

(4) 生徒がインターネット環境で回答でき

るように，ホームページ上に統計的リテラシ

ーの評価システムを公開した。 

 開発した評価システムは，問題と選択肢を

提示し，生徒が適切であると判断した選択肢

を選択するものであった。生徒の回答に対し

て評価システム上で正誤を判定し，なぜ正答

なのか，誤答なのかについての理由を提示し

て，生徒の自主的な学習を促進できるように

した。 

① 統計的リテラシーの評価システムの公

開 

平成24年度までに，コンピュータで回答で

きる統計的リテラシーの評価システムを開

発した。平成25年度は，研究代表者が，開発

した評価システムをホームページ上に公開

した。また，研究分担者が，中学校・高等学

校の生徒の自主的な学習を促進する評価シ

ステムとしての利用可能性について検討し

た。研究協力者の学校においては，生徒にホ

ームページ上で評価システムを動作させ，生

徒の意見を聴取して改善をすすめた。 

 

 

② 統計的リテラシーの手引書の作成 

平成24年度までに，作成した評価問題に対

して，多くの生徒に誤った判断をする傾向が

みられることを明らかにした。平成25年度は，

中学校・高等学校の教員が，評価システムを

利用する際に参照できる手引書を作成した。

また，中学校・高等学校の教員が，評価シス

テムと指導の一体化をすすめるための支援

として，生徒の誤った判断を修正するための

教授方略を提案した。提案した教授方略につ

いては，実験授業を通してその効果を検証し

た。 
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